
平
成
二
十
七
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

期
日　

五
月
三
十
日
（
土
）・三
十
一
日
（
日
）・六
月
一
日
（
月
）

会
場　
　

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
号
館
一
階
五
―
一
〇
九
教
室
）

〒
110-

8714　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
一
二
―
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
出
欠
の
葉
書
を
四
月
二
十
四
日（
金
）必
着
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場

合
も
、
名
簿
台
帳
の
資
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、

学
会
事
務
局
（
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
千
円
、
懇
親
会
費
六
千
円
で
す
。

一
、
送
金
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
〇
〇
一
四
〇
―
三
―
三
六
〇
七
七
四
、

口
座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
春
季
東
京
藝
術
大
学
大
会
」
）
で
、
五
月
一
日

（
金
）ま
で
に
振
り
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
替
用
紙
に
は
、

必
ず
内
訳
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。
参
加
費
の
み
の
方
は
、
当
日
会
場
で
も
申

し
受
け
ま
す
。

一
、
大
会
二
日
目
（
五
月
三
十
一
日
）
日
曜
日
の
昼
食
に
弁
当
（
千
円
）
を
用
意
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
同
封
の
振
替
用
紙
で
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
に
不
参
加
で
、
発
表
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、
出
欠
葉
書
の
当
該
欄
に

御
記
入
の
上
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
て
、
資
料
請
求
代
千
円
を
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
大
会
終
了
後
、
資
料
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
六
月
一
日
）
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
特
に
専
用
貸
切
バ
ス
等
の
用

意
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー

プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
り
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の

振
込
用
紙
は
『
近
世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
春
季
東
京
藝
術
大
学
大
会
事
務
局

　

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
言
語
芸
術
講
座　

杉
本
和
寛

　
　
　

〒
110-

8714　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
一
二
―
八

　
　
　
　

電
話　

〇
五
〇
―
五
五
二
五
―
二
三
七
三（
直
通
）

　
　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

sugim
oto@

m
s.geidai.ac.jp
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日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
七
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表　

杉　

本　

和　

寛

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表　

倉　

員　

正　

江

〔
事
務
局
連
絡
先
〕

　
　
　

〒
252-

0880　

神
奈
川
県
藤
沢
市
亀
井
野
一
八
六
六

　
　
　

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部　

一
般
教
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
語
・
国
文
学
研
究
室（
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

〇
四
六
六
―
八
四
―
三
七
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
六
―
八
〇
―
一
〇
八
二

　
　
　
　
　
　
　
　

e-m
ail info@

kinseibungakukai.com

【
会
　
場
】 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

【
行
　
事
】

第
一
日
　
五
月
三
十
日（
土
）

委
　
員
　
会 

（
一
二
・
二
〇
～
一
三
・
四
〇
）

委
員
会
会
場
　
五
号
館
地
階
大
会
議
室

大
会
受
付 

（
一
三
・
〇
〇
）

開
会
時
間 

（
一
三
・
五
〇
）

研
究
発
表
会 

（
一
四
・
〇
〇
～
一
六
・
四
五
）

研
究
発
表
会
会
場
　
五
号
館
一
階
五
―
一
〇
九
教
室

１　

日
持
上
人
の
異
域
布
教
説
と
加
藤
清
正
に
つ
い
て
―
『
鷹
峰
群
譚
』の
検
討
を
端
緒
と
し
て
― 

立
正
大
学（
非
）　

小
此
木　

敏　

明

２　

本
国
寺
版
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
『
録
内
御
書
』を
中
心
と
し
て
― 

日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所　

堀　

部　

正　

円

３　

本
阿
弥
一
族
と
灰
屋
紹
益
―
吉
野
太
夫
の
逸
話
に
お
け
る「
父
」と「
一
門
」を
め
ぐ
っ
て
― 

北
海
道
大
学（
院
）　

工　

藤　

隆　

彰

４　

天
理
図
書
館
蔵『
源
氏
物
語
打
聞
』の
再
検
討
―
北
村
季
吟
と
そ
の
後
裔
の
古
典
学
を
め
ぐ
っ
て
― 

大
阪
大
学（
院
）　

宮　

川　

真　

弥

５　

賀
茂
季
鷹
の
人
脈
と
名
声
―
季
鷹
宛
書
簡
を
踏
ま
え
て
― 

同
志
社
大
学　

神　

谷　

勝　

広

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会 

（
一
七
・
〇
〇
～
一
八
・
〇
〇
）

懇
　
親
　
会 

（
一
八
・
三
〇
～
二
〇
・
三
〇
）

懇
親
会
会
場
　
上
野
精
養
軒
　
三
階
　
桐
の
間

　
　
　
　
　
　
〒
110-

8715
　
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
四
―
五
八

　
　
　
　
　
　
　 

電
話
　
〇
三
―
三
八
二
一
―
二
一
八
一（
代
）
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第
二
日
　
五
月
三
十
一
日（
日
）

大
会
受
付 

（
九
・
三
〇
）

研
究
発
表
会
　
午
前
の
部（
一
〇
・
〇
〇
～
一
二
・
一
五
）

研
究
発
表
会
会
場
　
五
号
館
一
階
五
―
一
〇
九
教
室

６　
『
太
平
記
演
義
』の
二
面
性
―
冠
山
の
不
遇
意
識
を
軸
に
― 

上
智
大
学（
院
）　

丸　

井　

貴　

史

７　

大
枝
流
芳
の
位
置
―
香
道
を
中
心
に
― 

総
合
研
究
大
学
院
大
学（
院
）　

武　

居　

雅　

子

８　

西
村
遠
里
と
蕃
山
学
―
『
居
行
子
』『
雨
中
問
答
』を
中
心
に
― 

九
州
大
学（
院
）　

吉　

田　
　
　

宰

９　

藤
森
弘
庵『
春
雨
楼
詩
鈔
』と
幕
末
の
出
版
検
閲 

東
京
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員　

佐　

藤　
　
　

温

昼
　
休
　
み（
一
二
・
一
五
～
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
五
号
館
四
階
五
―
四
一
〇
教
室

研
究
発
表
会
　
午
後
の
部（
一
三
・
三
〇
～
一
六
・
一
五
）

研
究
発
表
会
会
場
　
五
号
館
一
階
五
―
一
〇
九
教
室

10　
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」考
―
人
形
浄
瑠
璃
に
お
け
る
秀
吉
像
を
め
ぐ
っ
て
―

 

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員（
Ｐ
Ｄ
）　

原　

田　

真　

澄

11　

芍
薬
亭
長
根
の
読
本
に
お
け
る「
勧
戒
」
―
『
坂
東
奇
聞 

濡
衣
雙
紙
』を
中
心
に
― 

川
村
学
園
女
子
大
学　

山　

名　

順　

子

12　
『
報
仇
高
尾
外
伝
』に
お
け
る
為
永
春
水
の
創
作
態
度 

早
稲
田
大
学（
院
）　

長　

田　

和　

也

13　
『
と
は
し
ぐ
さ
』考 

国
文
学
研
究
資
料
館
博
士
研
究
員　

紅　

林　

健　

志

14　

幕
末
福
井
歌
壇
に
お
け
る
橘
曙
覧
の
位
置 

広
島
大
学　

久
保
田　

啓　

一

閉
　
　
　
会（
一
六
・
二
〇
）

第
三
日
　
六
月
一
日（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
資
料
を
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

※
会
場
に
て『
近
世
文
藝
』九
〇
号
を
無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。

冊子.indd   3 2015/03/31   3:51



日
持
上
人
の
異
域
布
教
説
と
加
藤
清
正
に
つ
い
て

　
　

― 『
鷹
峰
群
譚
』の
検
討
を
端
緒
と
し
て 

― 

立
正
大
学（
非
）　

小
此
木　

敏　

明

　

日
持
は
、
日
蓮
の
六
人
の
高
弟（
六
老
僧
）の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
が
、
異

域
へ
布
教
に
赴
い
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
一
七
三
三
年
に
刊

行
さ
れ
た『
鷹
峰
群
譚
』は
、
日
持
が
朝
鮮
へ
布
教
し
た
痕
跡
の
一
つ
と
し
て

『
清
正
記
』の
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
加
藤
清
正
が
朝
鮮
に
出
兵
し

た
お
り
、
高
麗
の
隊
列
の
中
に
題
目
旗
を
見
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、『
続
撰
清
正
記
』な
ど
に
該
当
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。『
鷹
峰
群
譚
』が

引
く『
清
正
記
』の
記
事
は
ど
こ
か
ら
出
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
日
持
の
異
域

布
教
と
清
正
の
朝
鮮
出
兵
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　
『
鷹
峰
群
譚
』の
引
く『
清
正
記
』の
話
に
対
し
て
、
戦
後
の
日
持
研
究
は
踏

み
込
ん
だ
調
査
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
治
二
七
年
六
月
二
五
日
の『
日

宗
新
報
』五
三
三
号
に
は
、
山
田
安
栄
が
鍋
島
藩
の
史
書『
直
茂
公
譜
』（
正
し

く
は『
直
茂
公
譜
考
補
』か
）の
中
に
該
当
記
事
を
発
見
し
た
、
と
い
う
記
事
が

見
出
せ
る
。確
か
に『
直
茂
公
譜
考
補
』巻
第
七「
加
藤
清
正
於
兀
良
哈
擒
王
子
」

に
は
、
文
禄
の
役
で
清
正
が
兀
良
哈
の「
延
膽
」の
城
を
攻
め
た
際
、
城
中
に

い
た「
六
老
僧
日
持
ノ
末
流
」が
旗
を
合
せ
た
た
め
、
す
ぐ
に
城
が
落
ち
た
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

日
蓮
宗
を
信
仰
し
て
い
た
清
正
は
、
肥
後
に
本
妙
寺
を
建
立
し
て
い
る
。

九
州
に
は『
続
撰
清
正
記
』な
ど
に
見
ら
れ
な
い
記
事
を
有
す
る
清
正
関
係
の

文
献
が
あ
り
、『
直
茂
公
譜
考
補
』は
そ
れ
を
取
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。『
鷹
峰
群
譚
』が
引
く『
清
正
記
』も
、
一
般
的
に
知
ら
れ
た『
清
正
記
』で

な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

本
国
寺
版
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　

― 『
録
内
御
書
』を
中
心
と
し
て 

―

日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所　

堀　

部　

正　

円

　

古
活
字
版
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
川
瀬
一
馬
は
、
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け

る
古
活
字
版
の
出
版
が
盛
ん
で
あ
っ
た
史
実
を
、
加
藤
清
正
や
本
阿
弥
光

悦
が
日
蓮
宗
を
信
奉
し
て
い
た
事
実
よ
り
言
及
し
、
本
国
寺
版
、
要
法
寺

版
、
本
能
寺
版
、
下
総
檀
林
版
の
存
在
を
紹
介
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
国
寺
版
は
古
活
字
版
現
存
最
古
の『
天
台
四
教
儀

集
解
』『
法
華
玄
義
序
』に
よ
っ
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

本
国
寺
版
に
つ
い
て
は
川
瀬
の
ほ
か
、
近
時
、
冠
賢
一
が『
日
蓮
聖
人

註
画
讃
』の
作
者
日
澄
と
本
国
寺
の
関
係
性
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
本
国
寺

版
と
す
る
見
解
を
披
瀝
し
た
。
そ
の
他
、
本
国
寺
版
と
伝
わ
る
十
一
点
の

書
籍
も
列
挙
・
紹
介
し
た
。
本
発
表
で
は
、
冠
が
紹
介
し
た
諸
本
を
中
心

に
本
国
寺
版
の
書
籍
を
概
観
・
整
理
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
冠
が
列
挙
し
た
本
国
寺
版
の
中
に
は『
録
内
御
書
』が
含
ま

れ
る
。『
録
内
御
書
』は
、
日
蓮
教
団
で
宗
祖
滅
後
古
く
に
蒐
集
・
整
理
さ

れ
た
全
一
四
〇
余
通
の
日
蓮
遺
文
を
指
す
。
現
在
三
種
の
古
活
字
版『
録

内
御
書
』が
伝
わ
る
が
、
一
種
の
み
を
本
国
寺
版
と
特
定
し
、
他
の
二
種

は
本
国
寺
版
と
は
断
言
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。
ま
た
、
東
京
都
八
王

子
市
法
忍
寺
妙
義
文
庫
所
蔵
の
古
活
字
版『
録
内
御
書
』の
表
紙
裏
張
り

か
ら
、
複
数
の
古
活
字
版
の
刷
り
ヤ
レ
が
発
見
さ
れ
た
。
発
表
者
は
既
に

『
天
台
法
華
疏
義
鑽
』と『
法
華
文
句
隨
問
記
』の
刷
り
ヤ
レ
と
紹
介
し
た

が
、
不
明
で
あ
っ
た
刷
り
ヤ
レ
の
一
紙
が『
大
乗
止
観
法
門
宗
円
記
』と
判

明
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
同
一
活
字
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
三
書
は
す

べ
て
本
国
寺
版
と
確
定
で
き
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。

冊子.indd   4 2015/03/31   3:51



本
阿
弥
一
族
と
灰
屋
紹
益

　
　

― 
吉
野
太
夫
の
逸
話
に
お
け
る「
父
」と「
一
門
」を
め
ぐ
っ
て 

―

北
海
道
大
学（
院
）　

工　

藤　

隆　

彰

　

天
下
無
双
と
称
さ
れ
た
吉
野
太
夫
は
、
近
世
を
通
し
て
多
数
の
著
述
で

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
逸
話
と
し
て
最
も
有
名
な
の
は
婚
姻
に
際

し
て
の
出
来
事
で
、
諸
書
に
よ
っ
て
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
吉
野
の
夫（
灰

屋
紹
益
）が
遊
女
を
妻
と
し
た
こ
と
で
そ
の
父
や
一
門
か
ら
勘
当
さ
れ
る

が
、
吉
野
の
行
動
に
よ
っ
て
和
解
に
至
る
と
い
う
の
が
大
筋
で
あ
る
。

　

だ
が
、
紹
益
の
父
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
紹
由
は
実
際
の
吉
野
の
退

郭
に
先
立
っ
て
没
し
て
い
る
こ
と
が
江
馬
務『
名
妓
吉
野
』（
芸
艸
堂
、

一
九
二
〇
年
）で
指
摘
さ
れ
、
紹
益
と
父
の
確
執
は
何
ら
か
の
誤
り
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
吉
野
の
逸
話
を
取
り
あ
げ
た
諸
書
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、

そ
の
な
か
に
紹
益
を
勘
当
し
た「
父
」を
紹
由
と
明
言
し
て
い
る
も
の
は

な
い
。
さ
ら
に
、
紹
由
は
紹
益
の
養
父
で
あ
り
、
実
父
と
さ
れ
る
本
阿
弥

光
益
は
存
命
中
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、「
父
」が
紹
益
を
勘
当
し
た
話
を
記
し
た
最
も
早
い
著

述
と
思
わ
れ
る
近
松
茂
矩
の『
昔
咄
』（
写
本
。
全
十
三
巻
。
元
文
三
年
に

巻
七
ま
で
が
成
立
、
追
加
で
巻
八
・
九
・
十
が
明
和
五
年
以
前
に
執
筆
、
巻

十
一
以
降
は
未
詳
。
吉
野
へ
の
言
及
は
巻
八
に
あ
る
）に
お
け
る
記
述
と
、

従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
光
益
の
素
性
の
整
合
性
、
さ

ら
に
養
子
に
出
た
後
の
紹
益
と
光
益
及
び
本
阿
弥
一
族
の
関
係
を
検
証

す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
紹
益
を
勘
当
し
た「
父
」と
は
養
父
の
紹
由
で

は
な
く
実
父
の
光
益
で
あ
り
、「
一
門
」は
本
阿
弥
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。

天
理
図
書
館
蔵『
源
氏
物
語
打
聞
』の
再
検
討

　
　

― 

北
村
季
吟
と
そ
の
後
裔
の
古
典
学
を
め
ぐ
っ
て 

―

大
阪
大
学（
院
）　

宮　

川　

真　

弥

　

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ま
で『
湖
月
抄
』以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
き
た

天
理
図
書
館
蔵『
源
氏
物
語
打
聞
』が
、『
湖
月
抄
』成
立
以
後
に
著
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
の
資
料
が
季
吟
お
よ
び
そ
の
後
裔
の
古
典

学
の
様
相
を
う
か
が
う
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
、『
湖

月
抄
』の
本
文
は
複
数
の
伝
本
を
比
較
し
た
上
で
用
い
る
。

　
『
源
氏
物
語
打
聞
』は
、『
湖
月
抄
』以
前
の
季
吟
の
学
問
の
様
相
を
示
す

資
料
と
さ
れ
て
き
た（『
源
氏
物
語
事
典
』（
東
京
堂
、
昭
35
）な
ど
）。
し

か
し
、
本
書
に
は「
頭
書
ニ
」「
傍
書
ニ
」と
示
し
、『
湖
月
抄
』の
頭
注
や

傍
注
に
用
い
た
語
句
を
詳
述
す
る
注
記
が
あ
る
た
め
、『
湖
月
抄
』を
補
完

す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、紙
背
の
季
吟『
徒

然
草
拾
穂
抄
』の
反
故
が
、
季
吟
の
孫
・
季
任
の
筆
写
担
当
箇
所
に
限
ら

れ
る
た
め
、
本
書
の
書
写
者
も
季
任
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

　

本
書
か
ら
は
、
板
行
さ
れ
た
季
吟
注
へ
の
さ
ら
な
る
施
注
が
継
続
的
に

行
わ
れ
、季
吟
自
身
も
施
注
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

本
書
の
紙
背
に
季
吟『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』に
関
す
る
注
釈
も
見
え
、
施
注

の
対
象
は『
湖
月
抄
』に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
季
吟
の
学
問
は
、
専
ら
板
本
を
研
究
対
象
と
し
て
、
古
注
集

成
に
と
ど
ま
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
板
行
さ
れ
た
季
吟

の
注
釈
書
を
季
吟
ら
が
基
礎
と
し
、
修
学
の
段
階
に
応
じ
て
、
板
本
の
記

述
を
詳
説
し
た
り
、
板
本
に
記
さ
な
か
っ
た
秘
訣
を
伝
え
た
り
し
て
い
た

こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
写
本
や
書
入
を
も
包

含
し
た
か
た
ち
で
、
季
吟
の
古
典
学
の
総
体
を
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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賀
茂
季
鷹
の
人
脈
と
名
声

　
　

― 
季
鷹
宛
書
簡
を
踏
ま
え
て 

―
同
志
社
大
学　

神　

谷　

勝　

広

　

上
賀
茂
神
社
祠
官
の
賀
茂
季
鷹
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
和
歌
・
国
学
・

狂
歌
等
の
分
野
で
活
躍
し
た
。
和
歌
を
有
栖
川
宮
家
に
学
び
、
京
・
江
戸

両
歌
壇
と
関
わ
り
が
深
い
。
し
か
し
、
従
来
の
想
像
以
上
に
、
広
範
な
人

脈
を
有
し
高
い
名
声
を
得
て
い
る
。

　

今
回
、
先
行
研
究
に
新
た
な
資
料
と
季
鷹
宛
書
簡（
百
六
通
、
神
谷
蔵
）

を
絡
ま
せ
、
和
歌
・
国
学
の
門
人
を
中
心
と
し
て
少
な
く
と
も
全
国
三
十

余
州
に
人
脈
が
あ
る
こ
と
、
武
家（
多
数
の
大
名
、
特
に
歴
代
の
京
都
所

司
代
）や
豪
商
・
豪
農（
大
坂
の
桜
井
甚
兵
衛
・
津
の
川
喜
田
夏
蔭
・
駿
府

の
植
松
与
右
衛
門
）と
関
係
が
深
い
こ
と
、
狂
歌
師（
江
戸
の
南
畝
・
京
都

の
林
鮒
主
・
大
坂
の
三
日
坊
）や
歌
舞
伎
役
者（
中
村
歌
右
衛
門
・
大
谷
友

右
衛
門
）や
力
士（
鏡
岩
）等
と
交
際
し
て
い
る
こ
と
、
大
量
の
染
筆
や
序

文
等
の
依
頼
状
況
か
ら
、
季
鷹
へ
関
心
を
寄
せ
る
人
々
が
さ
ら
に
多
く
存

在
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
を
軸
に
述
べ
る
。

　

概
括
す
れ
ば
、
季
鷹
は
、
全
国
規
模
の
人
脈
を
持
ち
、
か
つ
そ
の
人
脈

は
、
身
分
あ
る
い
は
職
種（
公
家
・
武
家
・
神
職
・
僧
侶
・
豪
商
・
豪
農
・

学
者
・
歌
舞
伎
役
者
・
力
士
等
）的
に
も
、
分
野（
和
歌
・
国
学
・
狂
歌
・

連
歌
・
儒
学
・
漢
詩
・
書
・
絵
画
・
茶
・
挿
花
・
本
草
・
医
学
・
蹴
鞠
等
）

的
に
も
広
い
。
し
か
も
直
接
的
な
人
脈
を
超
え
て
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々

が
季
鷹
へ
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
れ
が
高
い
名
声
へ
繫
が
っ
て
い
く
。

文
芸
が
社
会
の
中
で
盛
り
上
が
り
見
せ
る
た
め
に
は
、
季
鷹
の
よ
う
な
存

在
は
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
芸
に
お
け
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一
人

と
し
て
、
季
鷹
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

『
太
平
記
演
義
』の
二
面
性

　
　

― 

冠
山
の
不
遇
意
識
を
軸
に 

―上
智
大
学（
院
）　

丸　

井　

貴　

史

　

岡
島
冠
山『
太
平
記
演
義
』（
享
保
四
年
刊
）は
、『
太
平
記
』冒
頭
か
ら

巻
九
の
途
中
ま
で
を
三
十
の
章
段
に
分
け
、
板
面
の
上
段
に
は
そ
の
中
国

語
訳
、
下
段
に
は
原
文
を
通
俗
軍
談
の
文
体
に
改
め
た
も
の
を
配
し
た
作

品
で
あ
る
。
作
者
が
唐
話
学
の
第
一
人
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
従
来
は

語
学
的
な
観
点
か
ら
の
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
本
発
表
で
は
主
に
叙

述
の
方
法
に
焦
点
を
当
て
、
作
品
の
性
格
を
検
討
す
る
。

　
『
太
平
記
演
義
』に
は『
参
考
太
平
記
』に
基
づ
く
記
述
・
割
注
が
散
見

し
、
冠
山
は
本
作
に
歴
史
書
と
し
て
の
性
格
を
付
与
し
よ
う
と
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
俗
軍
談
に
創
作
の
要
素
が
見
ら
れ
る
の
と
同

様
、
本
作
に
も
ま
た
虚
構
性
が
確
認
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
守
山
祐
弘
の
手

に
な
る
本
作
の
序
文
で
は
、『
太
平
記
演
義
』は
自
ら
の
不
遇
を
作
品
に
仮

託
し
た
羅
貫
中
に
倣
っ
て
書
か
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
李
卓
吾「
読

忠
義
水
滸
伝
序
」に
よ
れ
ば
、
羅
貫
中
の
憤
り
は
私
憤
で
は
な
く
公
憤
で

あ
る
。
こ
の
改
変
は
、
冠
山
が
自
ら
の
不
遇
に
対
す
る
憤
り
を
作
品
に
投

影
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
冠

山
は『
太
平
記
』に
描
か
れ
る
不
遇
の
人
物
に
対
し
、
原
話
の
記
述
を
改
変

す
る
こ
と
で
同
情
や
共
感
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

唐
話
学
に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
残
し
た
冠
山
も
、
学
識
に
関
し

て
儒
者
か
ら
の
評
価
は
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
ら
し
い（『
ひ
と
り
ね
』

一
二
六
）。
そ
う
し
た
状
況
へ
の
反
発
が
、『
参
考
太
平
記
』と
い
う
学
問
的

な
注
釈
書
の
利
用
と
、
原
話
の
自
由
な
改
変
と
い
う
、
相
反
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
見
え
る
執
筆
態
度
を
冠
山
に
と
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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大
枝
流
芳
の
位
置

　
　

― 
香
道
を
中
心
に 

―
総
合
研
究
大
学
院
大
学（
院
）　

武　

居　

雅　

子

　

大
枝
流
芳（
宝
永
半
ば
か
ら
寛
延
頃
の
人
）は
、
香
道
だ
け
で
な
く
煎
茶

道
な
ど
諸
芸
に
秀
で
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
茶
書
に
関
し
て
は
既
に
言
及

も
見
出
さ
れ
る
が
、
肝
心
の
香
道
書
に
つ
い
て
分
析
は
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
彼
の
香
道
書
を
対
象
と
し
て
、
組
香（
二
種
以
上
の
香
を

焚
い
て
香
の
異
同
を
判
別
し
、
そ
の
香
名
を
当
て
る
遊
び
）や
そ
の
出
典

に
関
し
て
調
査
結
果
を
述
べ
、
流
芳
の
明み

ん

風
受
容
に
関
す
る
諸
問
題
を

考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は『
香
道
秋
の
光
』『
香
道
千
代
の
秋
』（
享

保
十
八
年
刊
）、『
香
道
滝
之
糸
』（
享
保
十
九
年
刊
）、『
香
道
軒
の
玉
水
』

（
元
文
二
年
刊
）を
精
査
し
て
、
流
芳
に
よ
る
創
作
組
香
の
原
拠
を
詳
ら

か
に
す
る
。
さ
ら
に『
香
道
秋
の
光
』附
録『
香
志
』に
お
い
て
、『
考こ

う

槃は
ん

余よ

事じ

』『
遵
じ
ゆ
ん
せ
い生

八は
つ
せ
ん牋

』な
ど
四
十
余
冊
の
漢
籍
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

手
が
か
り
に
、
流
芳
が
煎
茶
や
花
道
書（『
抛
入
岸
の
波
』寛
延
三
年
刊
）だ

け
で
な
く
、
香
道
に
お
い
て
も
明
風
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

　

組
香
の
原
拠
は
和
歌
文
芸
が
主
流
だ
が
、
近
世
中
期
の
唐
様
流
行
を
背

景
に
、
流
芳
は
和
製
類
書『
絵
本
故
事
談
』（
正
徳
四
年
刊
）に
も
素
材
を

も
と
め
て
、
彼
独
自
の
新
し
い
組
香
を
創
作
し
た
。
流
芳
は
そ
れ
ら
が
身

近
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
解
り
や
す
く
小
引
を
記
し
、
組
香
の
仕
組
み
に

文
芸
世
界
を
再
現
し
、
遊
戯
性
を
加
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
芸
を
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
と
は
異
な
る
明
風
享
受
を
実
現
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

西
村
遠
里
と
蕃
山
学

　
　

― 『
居
行
子
』『
雨
中
問
答
』を
中
心
に 

―

九
州
大
学（
院
）　

吉　

田　
　
　

宰

　

西
村
遠え
ん

里り

。
享
保
三
年
生
、
天
明
七
年
没
。
京
都
の
人
。
市
井
の
天
文

暦
学
者
と
し
て
活
躍
し
、
後
半
生
に
お
い
て
は
、『
居
行
子
』（
明
和
九
年

序
・
安
永
四
年
刊
）や『
雨
中
問
答
』（
安
永
五
年
序
・
同
七
年
刊
）な
ど
、

多
く
の
随
筆
類
を
刊
行
し
た
。

　

遠
里
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
彼
の
天
文
暦
学
分
野
に
お
け
る

活
動
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が
比
較
的
多
い
が
、
一
方
、
彼
の
随
筆
類
に

関
し
て
は
、
浅
野
三
平
や
日
野
龍
夫
な
ど
に
、
わ
ず
か
な
言
及
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。
中
で
も
日
野
は
、『
雨
中
問
答
』に
儒
学
者
熊
沢
蕃
山
の
言
が

し
ば
し
ば
見
え
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
し
た（「『
雨
中
問
答
』解
題
」、

『
京　

都

大
学
蔵
大
惣
本
稀
書
集
成
』第
十
六
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

　

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
遠
里
の
随
筆
類
を
中

心
に
、
遠
里
と
蕃
山
学
と
の
関
連
性
を
詳
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

特
に
、
蕃
山
学
の
根
幹
に
あ
た
る「
時
処
位
」の
思
想
、
及
び「
道
」と「
法
」

の
区
別
な
ど
が
、
遠
里
に
も
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
彼
の
有
し
た
天
文
暦
学
の
知
識
が
、
こ
う
し
た
蕃
山
学
の
受
容
を

容
易
に
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
併
せ
て
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
遠
里
の
説
く

心
の
修
め
方
が
陽
明
学
的
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

　

本
発
表
は
近
世
中
期
の
俗
間
教
訓
書
に
お
い
て
、
蕃
山
流
の
心
学
を

そ
の
思
想
的
中
心
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
中
野
三
敏
の
提
唱（『
戯
作
研

究
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）を
補
強
し
つ
つ
、
蕃
山
学
が
算
学
や

天
文
暦
学
と
い
っ
た
実
践
的
学
問
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
の
か
、
そ

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
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藤
森
弘
庵『
春
雨
楼
詩
鈔
』と
幕
末
の
出
版
検
閲

東
京
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員　

佐　

藤　
　
　

温

　

幕
末
の
儒
家
藤
森
弘
庵
の
詩
集『
春
雨
楼
詩
鈔
』（
嘉
永
七
年〈
安
政
元

年
〉刊
）に
は
、
一
部
が
削
除
さ
れ
た
版
本
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
削
除

の
多
寡
で
二
種
類
に
分
類
さ
れ
、
先
に
望
月
茂
氏
が『
藤
森
天
山
』（
藤
森

天
山
先
生
顕
彰
会
、
一
九
三
六
年
）に
て
、
時
事
を
諷
し
た
箇
所
が
林
家

の
関
与
し
た
検
閲
で
段
階
的
に
削
除
さ
れ
た
結
果
を
反
映
し
て
い
る
と

推
定
し
た
が
、
残
存
す
る
諸
本
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
検
閲
に
よ
る

削
除
を
経
た
も
の（
ア
）と
、
そ
の
後
明
治
初
期
に
削
除
箇
所
を
大
部
分
修

訂
し
た
も
の（
イ
）と
し
て
区
別
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の（
ア
）の
成
立
に
関
わ
る
検
閲
は
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
同
時
代
の

関
係
者
に
よ
る
回
想
・
証
言
か
ら
も
、
林
家（
昌
平
坂
学
問
所
）の
主
導
の

も
と
で
安
政
四
年
頃
ま
で
に
は
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
、
全
四
八
一
首
中

二
三
首
の
詩
と
、
例
言
や
評
語
な
ど
の
一
部
が
、
部
分
的
ま
た
は
全
体
的

に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
削
除
対
象
の
詩
を
分
析
す
る
と
、
こ
の
検
閲
は
主

に
嘉
永
期
頃
の
海
外
勢
力
の
接
近
に
関
わ
る
事
柄
や
人
物
を
類
推
さ
せ

る
語
句
・
表
現
の
有
無
を
基
準
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

弘
庵
は
当
該
の
詩
に
お
い
て
、
攘
夷
が
断
行
さ
れ
な
い
政
局
へ
の
非
難

や
海
防
へ
の
懸
念
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
批
判
は
当
時
の
対
外
政

策
に
関
与
し
て
い
た
林
家
に
よ
っ
て
大
き
く
問
題
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
、
該
書
で
は
か
ろ
う
じ
て
対
外
情
勢
と
の
関
わ
り
を
連
想
で
き

る
程
度
の
作
が
削
除
さ
れ
た
例
も
見
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
本
発
表
で
は
、
こ

の
検
閲
が
当
時
攘
夷
家
と
し
て
声
望
を
高
め
て
い
た
弘
庵
の
時
局
へ
の
影

響
力
を
強
く
警
戒
し
た
結
果
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」考

　
　

― 

人
形
浄
瑠
璃
に
お
け
る
秀
吉
像
を
め
ぐ
っ
て 

―

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員（
Ｐ
Ｄ
）　

原　

田　

真　

澄

　

中
邑
阿
契
・
浅
田
一
鳥
ら
作「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」（
宝
暦
七
年
豊
竹
座

初
演
）は
、
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
と
も
に
上
演
頻
度
が
高
く
、
四
段
目「
金

閣
寺
」が
特
に
有
名
で
あ
る
。
本
作
は
、「
金
閣
寺
」の
大
道
具
の
仕
掛
け
と

と
も
に
、
真
柴
久
吉（
史
実
の
豊
臣
秀
吉
）の
首（
か
し
ら
）を
高
台
寺
の
秀

吉
像
を
模
し
て
作
製
し
た（『
浄
瑠
璃
譜
』）こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
現
在
は

「
金
閣
寺
」の
み
の
上
演
も
多
い
が
、
秀
吉
と
旧
主
松
下
嘉
兵
衛（
之
綱
）と

の
対
立
葛
藤
を
描
い
た
三
段
目「
是
斎
住
家
」は
、
曲
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、

文
楽
の
舞
台
で
も
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た「
是
斎
住
家
」に
は
、
太
閤
記

物
の
先
行
作
で
あ
る
近
松
門
左
衛
門
作「
本
朝
三
国
志
」（
享
保
四
年
初
演
）、

竹
田
出
雲
作「
出
世
握
虎
稚
物
語
」（
享
保
十
年
初
演
）な
ど
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の「
是
斎
住
家
」に
は
、
唐
風
の
冠
に「
白
袍
に
紫
の
指
貫
」を
着
し
た

久
吉
が
登
場
す
る
。
近
年
、
高
台
寺
の
秀
吉
像
が
、
白
い
衣
に
藤
色
の
袴

を
着
け
た
造
立
当
時
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
。
復
元
さ
れ
た
秀
吉
像
と
本
作

に
お
け
る
装
束
の
描
写
や
初
演
時
の
絵
尽
し
を
比
較
す
る
と
、
本
作
で
は

首
だ
け
で
な
く
衣
裳
で
も
高
台
寺
の
秀
吉
像
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
本
作
は
、太
閤
記
物
の
先
行
作
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、よ
り「
リ

ア
ル
」な
新
し
い
秀
吉
像
を
観
客
に
提
示
し
、
そ
れ
が
受
け
容
れ
ら
れ
て
現

在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

本
発
表
で
は
、
後
の
太
閤
記
物
流
行
の
先
駆
け
と
位
置
づ
け
ら
れ
る「
祇

園
祭
礼
信
仰
記
」に
表
わ
れ
た
秀
吉
の
人
物
造
形
と
表
象
に
つ
い
て
、
戯
曲

内
容
と
視
覚
的
要
素
の
両
面
か
ら
考
察
す
る
。
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芍
薬
亭
長
根
の
読
本
に
お
け
る「
勧
戒
」

　
　

― 『
坂
東
奇
聞 

濡
衣
雙
紙
』を
中
心
に 

―

川
村
学
園
女
子
大
学　

山　

名　

順　

子

　

文
化
五
年（
一
八
〇
八
）春
に
出
版
さ
れ
た
芍
薬
亭
長
根
の
読
本『
坂
東
奇

聞 

濡
衣
雙
紙
』は
、
長
根
の
読
本
三
作
品
の
第
一
で
あ
る
。
序
文
中
、
長

根
は
当
時
の
読
本
の
あ
り
方
を
嘆
じ
、「
命
名
」「
国
風
」「
勧
戒
」「
議
論
」「
野

史
」の
五
つ
の
要
素
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
要
素
を
持
つ
本
作
を
出
版

す
る
こ
と
の
意
義
を
謳
う
。

　

本
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
特
に「
勧
戒
」に
注
目
し
、
長
根

の
言
う「
勧
戒
」が
、
文
化
五
年
当
時
に
馬
琴
が
提
唱
し
て
い
た「
勧
懲
」と

大
き
く
異
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
本
作
で
は
、
鳴
門
寛
一
の
妻
雪
児
が
、

名
香
濡
衣
を
紛
失
し
た
こ
と
を
隠
し
た
た
め
に
発
生
し
た
疑
惑
と
誤
解
を

発
端
と
す
る
一
連
の
事
件
が
描
か
れ
る
。
寛
一
は
妻
の
不
義
を
疑
い
、
そ

の
誤
解
は
寛
一
夫
妻
の
惨
死
を
招
く
。
寛
一
の
弟
退
二
は
、兄
嫁
の「
不
義
」

の
相
手
燕
二
を
追
い
、
敵
討
を
完
遂
す
る
。
し
か
し
、
不
義
自
体
が
存
在

し
な
い
以
上
、
こ
の
敵
討
で「
勧
懲
」が
全
う
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
勧
戒
」

と「
勧
懲
」が
異
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

天
野
聡
一
氏
は「
勧
戒
」を
士
分
と
し
て
の
規
範
と
し
、「
勧
戒
」と
作
中

の「
議
論
」と
の
関
連
を
指
摘
し
た（「
大
田
南
畝
の
読
本
観
」）。
一
方
、
本

報
告
で
は
、
作
中
に
描
か
れ
る
人
々
の
死
の
因
果
が
不
明
瞭
で
あ
る
点
に

注
目
す
る
。
こ
れ
ら
の
死
は
馬
琴
の
読
本
に
描
か
れ
た
明
確
な
悪
を
因
果

と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
の
心
の
働
き
に
よ
っ
て
発
生
し
た
卑
小
な
悪

や
過
失
に
よ
る
不
幸
な
死
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
か
ら
、長
根
の
い
う「
勧
戒
」

は
、
人
の
心
を「
戒
」め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
報
仇
高
尾
外
伝
』に
お
け
る
為
永
春
水
の
創
作
態
度

早
稲
田
大
学（
院
）　

長　

田　

和　

也

　
『
報
仇
高
尾
外
伝
』は
天
保
十
四
年
正
月
二
十
日
序
、
為
永
春
水
晩
年
の

半
紙
本
型
読
本
で
あ
る
。
神
保
五
彌
氏
は
同
作
を
、
春
水
が
講
釈
師
の

体
験
を
活
か
し
て「
人
情
本
作
者
の
元
祖
と
名
の
つ
た
戯
作
者
と
し
て
の

姿
勢
」を
示
す
た
め
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た（「「
人
情
読
本
」論
」

〈『
為
永
春
水
の
研
究
』昭
和
三
十
九
年
二
月
、
白
日
社
〉）。

　

同
作
に
曲
亭
馬
琴
の『
標
注
園
の
雪
』及
び
そ
の
典
拠
で
あ
る『
通
俗
金

翹
伝
』が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
高
尾
に
関
す
る
春
水
の
考
証
及
び

口
絵
の
発
句
の
効
果
に
つ
い
て
は
か
つ
て
論
じ
た（「『
報
仇
高
尾
外
伝
』の

方
法
」〈『
江
戸
風
雅
』第
九
号
、
平
成
二
十
六
年
六
月
〉）。

　

本
発
表
で
は
更
に
、洒
落
本
と
し
て
は
異
例
の
伝
奇
的
作
風
で
知
ら
れ
、

文
政
九
年
に
春
水
自
身
が
嗣
作
し
た
田
に
し
金
魚
の『
契
情
買
虎
之
巻
』

（
安
永
七
年
序
）と
、
振
鷺
亭
の
中
本
型
読
本『
本
朝
別
女
伝
』（
寛
政
十
年

刊
）か
ら
の
影
響
を
指
摘
す
る
。
ま
た
本
作
に
は
、
馬
琴
が
多
用
し
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
親
子
の
血
が
融
合
す
る
趣
向（
中
尾
和
昇「
馬
琴
小
説
に

お
け
る
趣
向
の
往
還
―
「
血
合
わ
せ
」を
手
が
か
り
に
―
」〈『
日
本
文
学
』

平
成
二
十
六
年
十
一
月
、
日
本
文
学
協
会
〉）も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

春
水
は
天
保
十
二
年
十
二
月
に
手
鎖
の
処
分
を
受
け
た
。
し
か
し
彼
は

死
に
至
る
ま
で
創
作
意
欲
を
抱
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
証
左
と

言
え
る
本
作
に
つ
い
て
、
種
々
の
趣
向
の
機
能
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
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『
と
は
し
ぐ
さ
』考

国
文
学
研
究
資
料
館
博
士
研
究
員　

紅　

林　

健　

志

　

建
部
綾
足
は
明
和
七
年（
一
七
七
〇
）に『
と
は
し
ぐ
さ
』を
刊
行
す
る
。

『
片
歌
道
の
は
じ
め
』（
宝
暦
十
三
年〈
一
七
六
三
〉刊
）、『
片
歌
二
夜
問
答
』

（
同
年
刊
）、『
百
夜
問
答
』（
明
和
二
年
刊
）、『
百
夜
問
答
二
篇
』（
同
四
年
刊
）

に
次
ぐ
、
五
作
目
の
刊
行
片
歌
論
書
だ
が
、『
片
歌
道
の
は
じ
め
』を
除
く
、

先
行
の
四
書
が
、
す
べ
て
門
人
の
問
い
や
他
派
か
ら
の
論
難
に
綾
足
が
答

え
る
形
式
で
書
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の『
と
は
し
ぐ
さ
』で
は
、
広

く
世
間
に
問
い
か
け
る
形
式
を
と
る
。従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、

先
の
四
書
で
、
答
え
る
側
と
い
う
、
や
や
受
動
的
な
立
場
に
あ
っ
た
綾
足

が
、
本
書
で
は
問
い
か
け
る
側
に
立
ち
、
能
動
的
か
つ
積
極
的
に
片
歌
説

の
意
義
を
論
じ
た
点
に
特
色
が
あ
る
。
片
歌
説
へ
の
批
判
に
反
転
攻
勢
を

仕
掛
け
よ
う
と
の
意
図
が
見
て
と
れ
る
。

　

本
発
表
で
は『
と
は
し
ぐ
さ
』の
内
容
を
検
討
し
、
綾
足
が
た
ど
り
着
い

た
片
歌
説
の
完
成
形
を
明
ら
か
に
す
る
。
綾
足
は
、
賀
茂
真
淵
等
の
歌
論

を
援
用
し
、「
太
平
の
御
代
」に
ふ
さ
わ
し
い
文
芸
と
し
て
、
片
歌
の
意
義

を
強
調
す
る
。「
太
平
の
御
代
」に
ふ
さ
わ
し
い
片
歌
と
は
、
か
つ
て
田
中

善
信
氏
が
指
摘
さ
れ
た「
平
明
な
中
に
雅
味
の
あ
る
作
風
」（「
綾
足
の
片

歌
に
つ
い
て
」、『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』第
二
〇
号
）に
他
な
ら
な
い
。

た
だ
、
そ
の
作
風
を
提
唱
す
る
に
あ
た
っ
て
、
綾
足
の
中
に
逡
巡
も
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
も
本
発
表
で
指
摘
す
る
。

　

さ
ら
に
、『
こ
だ
ま
草
』（
明
和
八
年
刊
）や『
と
は
し
ぐ
さ
こ
た
へ
』（
同

七
年
序
）、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
書
入
本
な
ど
、
諸
家
の
反
応

を
と
り
あ
げ
、
綾
足
の
議
論
の
享
受
の
諸
相
に
も
言
及
す
る
。

幕
末
福
井
歌
壇
に
お
け
る
橘
曙
覧
の
位
置

広
島
大
学　

久
保
田　

啓　

一

　

佐
佐
木
信
綱
の
紹
介
と
正
岡
子
規
の
推
奨
を
経
て
、
近
世
末
期
の
地
方

歌
人
と
し
て
は
異
例
の
扱
い
を
受
け
続
け
た
橘
曙
覧
の
評
価
が
、
近
世
和

歌
研
究
の
立
場
で
は
常
識
に
属
す
る
手
続
き
を
経
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
、『
和
歌
文
学
大
系　

布
留
散
東　

は
ち
す
の
露　

草
径
集　

志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』（
明
治
書
院　

二
〇
〇
七
年
）の「
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
」

解
説
で
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
、
俳
諧
の
歳
旦
帖
の
形

態
を
模
し
た
わ
ら
や
社
中
の
和
歌
刷
り
物
が
福
井
県
文
書
館
に
よ
っ
て
見

出
さ
れ
、
漸
く
福
井
歌
壇
と
曙
覧
の
関
係
を
検
討
す
る
必
要
性
が
認
識
さ

れ
る
に
至
っ
た
の
を
機
に
、
福
井
藩
の
文
学
資
料
に
見
え
る
曙
覧
関
連
記

事
を
整
理
し
て
紹
介
し
、
曙
覧
が
同
時
代
の
福
井
歌
壇
で
後
援
者
や
福
井

藩
士
と
の
交
流
を
も
と
に
立
場
を
獲
得
す
る
過
程
を
辿
る
こ
と
と
し
た
。

　

依
拠
す
る
資
料
は
、
福
井
県
文
書
館
が
管
理
す
る
松
平
文
庫
所
蔵『
文
藻

雅
集
』そ
の
他
で
あ
る
。
特
に『
文
藻
雅
集
』は
松
平
慶
永
と
そ
の
側
近
が
手

元
に
お
い
て
逐
次
書
き
継
い
だ
文
学
関
係
手
控
え
と
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
年
代

順
に
記
事
が
並
ぶ
の
で
、
時
期
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
の
新

出
刷
り
物
の
一
部
も
写
し
取
ら
れ
て
お
り
、
慶
永
や
そ
の
周
辺
も
関
心
を

持
っ
て
手
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
わ
ら
や
社
中
が
直
接
の
手
本
と
し
た

と
思
わ
れ
る
、
福
井
の
富
豪
山
口
清
香
を
中
心
と
す
る
白
梅
窓
社
中
の
活

動
記
録
も
収
録
し
、
曙
覧
の
新
出
和
歌
を
も
豊
富
に
有
す
る
同
書
の
価
値

は
高
い
。
慶
永
や
重
臣
と
の
個
人
的
な
繫
が
り
だ
け
が
注
目
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
た
従
来
の
曙
覧
像
を
修
正
し
つ
つ
、
人
脈
と
和
歌
表
現
の
両
面
か
ら

曙
覧
を
相
対
的
に
福
井
歌
壇
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
試
み
る
。
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■アクセス

【JR】
上野駅・鴬谷駅　下車徒歩 10 分

【地下鉄】
銀座線・日比谷線上野駅　下車徒歩 15 分
千代田線・根津駅　下車徒歩 10 分

【京成電鉄】
京成上野駅　下車徒歩 15 分

【都営バス】
上 26 系統（亀戸←→上野公園）　谷中バス停　下車徒歩 3 分

【台東区循環バス】
東西めぐりん東京芸術大学バス停　下車すぐ
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